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兵庫地理54 2009 

震災モニュメントと記憶の諸実践

一慰霊と教訓、継承と受容の間で-

， .はじめに
2010年 1月 17日は、阪神・淡路ブ事災の発災か

ら15年目にあたる。ハード面での復興事業はほぼ

完了しつつある1)ものの、災害復興公営住宅の高齢

化や却期臨済の(邸主、 PTSD等の心の傷の問題等、

震災に起因する社会的課題は未だ解決されたわけで

はない 8。そうした課題を抱えながらも、被災地に

おいては、震災が過去の出来事として位置づけられ

る「災害の過去化」が進行している。とりわけ、震

災モニュメントをはじめとした「震災の記憶」の継

承をめぐる動きが活発化している。

1999年以降の市民による追悼行事敬は、震災 10

年目の 2005年をピーク (100件)とするまで増加

し、その後は毎年 60件程度で推移しているとされ

る 3)。データをまとめた「市民による追f斬子事を考

える会」の世話人は、 「地震を直張経験した

世"が年を取つたり札、転出したりするなどして減り札、

『次代に伝えなければならなしい、寸』という危搬感が強

まつて1しいJハ1るJとしておりk、過去の出来事としての阪

神.淡路ブd譲雲災をどのように教掬司訓訓訓11附11イ化ヒし、どのように後

世に伝えるのかについて真剣に考える時期が到来し

ている、と考えられている。阪神・淡路大震災を記念

し、物故者を慰霊する震災モニュメントの数は被災

地内外で285箇所心に上り、震災から 14年が組曲

した現在も、モニュメントをめぐるさまざまな取り

組みがみられる θ。だが一方で、たとえば約6割の

大学生が震災の記憶の風化を防ぐことはできないと

考えている、という調部吉果もあり。、震災の記憶

を調路したいと考える恨.IJと、記憶を受け取り継承す

ることは困難と考えている側が大きくねじれた状態

で、我々は発災から 15年目を迎えようとしている。

モニュメントとは、記憶を喚起させる装置である。

それ自体が 「表象喚起力の高い場所J7)であり、時

間、空間、社会が複層し交差する場所の装置でもあ
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る。震災モニュメントを設置する主体は、個人、学

校、会社、地域自治会、行政、宗教団体と多岐にわ

たっており夙そこで喚起される記憶も一様ではな

い。被災地では震災モニュメント以外にも、震災の

記憶をめぐる実践が数多く展開されている。そこで

小論では、震災モニュメントに限らず、阪神・淡路大

震災の記憶をめぐるいくつかの実践を具体的に取り

上げながら、震災13年目にあたる2007年の段階に

おいて、人びとが何を求めてモニュメントを設置し、

どのような内容が「震災の記憶」として語られ、そ

れがどのように変容し、取捨選択され、受容されて

いるのかについて明らかにしたい。歴史的な出来事

としての阪神・淡路オ議災の 「記憶化Jとも呼びう

る社会的・空間的な過程に注目することで、震災を伝

える場所がどのように構築されつつあるのかを理解

する手がかりを得ることが、小論の目的である。

2.研究の枠組み

小論における震災の記憶への関心には、三つの背

景がある。ひとつは、首都直下型地震や南海・東南海

地震等の大規模地震災害への危機感の高まりに対応

するものである。これは後述する防災化ヰコ教訓化と

いう文脈に沿ったもので、あり、被害を防ぎ、命を守

るために防災意識を高め、過去の災害から教訓を得

るという目的に基づいている。二つめは、構築され

た概念としての記憶への関心である。社斜学諸分

野におけるポストモダン的潮流と呼応する形で、歴

史や文化を所与のものとしてではなく、構築された

概念として捉える見方が普及した。そのことによっ

て、震災という出来事を唯一普遍の「歴史Jに集約

するのではなく、多様か寸固別的な「記憶」として

捉え直す塗勢が重損されるようになった。そして三

つめは、筆者を含む被災地住民が経験した震災との

記憶と、モニュメントやメデ、ィアを通じて語られる



震災の記憶の聞に感じられる違和感やギャップで、あ

る。小論は、この三つの背景に基づいて震災の記憶

に関心を寄せている。

近年の担会的・集併句な記憶に関する議論は、アン

リ・ベルクソンによる記憶論を批判したモーリス・ア

ルヴァックスの集制侃憶論が再発見される形で、展

関されてきた。人びとの知覚は記憶によって支えら

れているとしたベルクソンに対し、アルヴァックス

は、担会や空間こそが記憶を支える枠としての役割

を果たしていると主張した。アルヴァックスの集合

的記憶をめぐる議論は、 1980年代、フランスのピエ

ール・ノラ (2002)によるフランス国民意識の形成

をテーマとした『記憶の場』を経て再発見され、1990

年代以降三現在に至るまで、歴史学のみならず 9、

社会学、人類学、民俗学等にも幅広い影響を与えて

し、る。

モニュメント全般に関連しては、ケネス・E・フ

ット (2002)が、アメリカにおける各種モニュメン

トの分析を通じて、 「聖別J I選別J I復旧J I抹

消」という分類を示している。結果としてモニュメ

ントがどのように分類されA辱るのかという問題は重

要である一方で、出来事の歴史的な文町持地棚句な

背景の違いを鮒見するわけにはいかないため、モニ

ュメントと記憶の関係は出来事制蛾ごとに個別的

に扱う必要がある。その点では、広島の原爆投下と

いう出来事が記憶化される過程において、いかなる

ポリティクスが作用してきたのかを示した米山

(2005)のアプローチは示唆的で、ある。米山に倣え

ば、阪神・淡路大震災の被災地においては、 「震災」

という言葉に回収されない、大小さまざまなスケー

ルとポリティクスを有す言己憶がどのように再精築さ

れ、どのような記憶が封勝されつつあるのかlとつい

て、モニュメントや語られ方、さまざまな祉会的運

動に注目することが必要となる。

阪神・淡路ブ議災の記憶に関しては、今井 (2001)

が、震災モニュメントを、対面-非対面、生・死の軸

から分析している。今井によれば、学校関係の震災

モニュメントには「対面関係の生JI対面関係の死」

が多く、行政や宗掛邸哉が設置したモニュメントに

は「非対面関係の生J I非対面関係の死」が多い、

地城H織の場合は「対面関係、の死」が多く、奉仕団

体は「非対面関係の生」が多い、左される。モニュ

メントに込められた記憶は設置者の団体特訓裁が社

会的な枠として反映され、一設置されたモニュメント

自体も記憶の枠として作用するが、近代化の作用を

強く受ける紅会や空間の動酸性を考慮する必要があ

る。被災地における地蔵祭杷の再生に着目した相津

(2005)は、被災した地蛾の住民細裁が地蔵の記憶

に基づいて蝿織の再生に取り組む中で、地蔵に新た

な意味を付与しつつ、住時目織の側も同時に再稽築

される状況を示した。アルヴァックスが示したよう

に、社会や空聞が集併句な記憶の枠として作用する

ならば、モニュメント自体も集合的記憶を継承する

ための枠としての役割を担う。しかし、記憶と社会

と空間が再帰的に再帯築される状況があり、相津は

それらを包括して場所の開薄築として捉えている。

震災モニュメントを通じて開薄築される震災の記憶

は、それ自体が変容し再構築されるだけでなく、記

憶を継承しようとする社会や場所をも同時に再構築

するものとして理解する必要がある。

3.震災被災地の記憶をめぐる諸実践

阪神・淡路ブ議災の被災地は、神戸市をはじめとし

て、明治以降に急速に都市化が進んだ、地域で、あった。

高度成長期以降は、人工島の造成などの都市事業が

幅広く展開された一方で、戦前に建てられた木造老

朽住宅が密集するインナーエリアが長田区や兵庫区

に多く残され、震災は、そうした地域に勘にな被害

をもたらした。住居を失った被災者のための建設さ

れた仮設住宅は46∞0戸を超え、仮設住宅が撤去さ
れるまでに5年の歳月を要した。 震災後、復興都市

計画に基づいて、多くの地域で再開発事業や区画整

理事業が展開され、官頭で述べたように、 2009年に

ようやく事業完了のめどが立ちつつある。そうした

状況の中で、被災した人びとは、数多くの震災モニ

ュメントを設置する取り組みを行ってきた。

震災モニュメントの中で、もっとも早くに作られ

たものは、 1995年 3月に設置された芦屋市の精道

中学校、伊丹市の桑津神社、西宮市の市立香櫨園小

学校、神戸市東灘区の御影工業高校(現神戸市立科
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図1震災モニュメントの種類と分布 鰍モニュメントマップと期輯艦、上西側紛等より、 j筆者(吉掛糾械)

学技術高校)、神戸市東灘区の本山第二中学校の 5

箇所であるとされる 10)0震災で亡くなった人の多い

地域とモニュメントの設置数の多い地域が重なり合

う傾向が見られる(図1参照)。学校では、犠牲と

なった生徒の名を刻みつつも、友情や希望の意味を

込めた「前向きJなモニュメントが多く設置されて

し、る。

(1)震災モニュメントマップと震災モニュメント

交流ウオーク

特定非開活動法人「阪神・淡路大震災~1.17 希

望の灯り ~J 但anshin-AwajiNetwork for Disas伽

Survivors ;略称HANDS)によって、 1999年に「震

災モニュメントマップ」が作られ、震災モニュメン

トマップを用いてモニュメントを巡り歩く「震災モ

ニュメント交流ウオーク」が始められた。 HANDS

がモニュメントマップ第1版を作成した当初、認定

したモニュメントは 55カ所のみであり、 HANDS

が認定していないモニュメントも存在している。

HANDSでは、①寸投の人が接することが可能であ

ること、②その形態は問わない、@濃災を語り継ぐ

意志を表明していること、という 3点を条件として

震災モニュメントを認定している。しかし、HANDS

理事の上西氏が「歩いて探し回るよりも、設置され

るスピードのほうが速くて、認定が追いつかない1

10と語るように、震災後に設置されたすべての「記

念物」が震災モニュメントとして認定されているわ

けではなし九

震災モニュメント交流ウオークは、震災モニュメ

ントマップをもとに HANDSが主催する行事であ

る。震災モニュメントマップは、あるカメラマンが

震災モニュメントを撮影した写真展を開催したこと

がきっかけとなって作成された。写真展を通じて紹

介されたモニュメントの数に驚いた人びとが協力し

ながら、モニュメントの場所を責識した地図を作成

し、 1999年に配布された。そのマップをもとに、震

災モニュメントを多くの人に知ってもらい、身近な

ものとなるようにという意図から、交流ウオークが

始められた。参加者は毎回 30名程度から多い時で

150名を超え、 HANDSのメンバーが械を持ち、先

導する。歩くルートは事前に会報やブ、ログ等で知ら

されるが、関心があれば誰でも気軽に参加できる。

歩くルートは、モニュメントマップを参照しながら

生m前後のコースを設定しており、数カ所のモニュ

メントを訪問する。時にはモニュメント前での黙祷

や、ウオーク後に交流会を聞き、参加者同士が震災
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の経験を話す場が設けられることもある。

1999年1月17日に第1回モニュメント交流ウオ

ークが行われてから2007年11月までに、計42回

のワオークが実施された。数ヶ月に1度の頻度で17

目前後に開催され、参加した人々は立場や肩書きは

関係なく、人び、とが互いに助け合った震災直後を思

い起こさせる場が生み出される。また交流ワオーク

は、震災被災者に限らず、事故や事件等の犠牲とな

った人の遺族も参加する場となっている。

( 2)神戸市長田区御菅3・4地区

神戸市長田区御蔵・菅原3・4丁目は、 JR新長田駅

と兵庫駅のほぼ中間に位置し、西側を国道28号線、

南側をJR線に接する雄誠である。明治後期には神

戸市への編入を契機に道路工事等が実施されて市街

化が進んだ。後のケミカルシューズ産業の礎となる

マッチ産業やゴム産業等が盛んになり、昭和初期に

は、工場労働者の流入を支えるための長屋住宅や市

場が建ち並んでいたとされる。もっとも賑わったと

される昭和 40年代には、地区内の菅原商庖街では

「人の頭の向こうが見えなかったことがしばしばあ

ったJ12lほど賑やかで、あったが、第二次大戦での空

事態皮害が少なかったことから、震災までは住宅更新

や道路整備等が進まず、若年世代の流出が進んだ。

老朽化した木造住宅が震災によって倒壊し、続いて

発生した火災によって御菅地区は焼け野原となった。

地区内では 60名が犠牲となり、住民の多くは御蔵

小学校に避難した。Nl業の撤去が終了したのは4月

後半で、あった。菅原市場の商庖主たちは仮設庖舗を

経て、 2000年11月に「味彩館j という共同居舗を

オープンし、その裏手には「すがはらすいせん必園」

が造られた。この公園では、地区の犠牲者の名前を

記した鬼て霊碑は置かれず、公園北東角に「追悼と希

望と・・・j と題したモニュメントが設置されている。

このモニュメントは、死者に手向けられたひと束の

水仙が頁疎の上に置かれている情景をモチーフとし

たもので、「阪神・淡路大震災の直後天皇皇后両陛下

にお見舞いをいただき皇后陛下から水仙の花束をお

供えいただきました」と鋼献に記されている。公園

の南側には「震災メモリアルギャラリー」と題した

震災前の昭和62年、 震災の前年、震災直後の火災

で、焼失した商庖街の写真パネルが計 6基展示され、

「このすがはらすいせλA園のある御菅東地区には、

商店街や市場がありたくさんのお庖と住宅が建ち並

び、にぎわいのある暮らしがありました。平成7年

1月17日未明に起きた阪神・淡路jd震災は、この街

に大きな被害を与え、炎で呑みこみました。ようや

く復興した今、私たちはこの街のより一層の繁栄を

願ってやみません。平成15年4月、御菅3，4地区

復興対策協議会Jと記されている。

御菅3，4復興対策協議会の役員を務めていた戸田

酒庄 13)庖主によれば慰霊碑や地蔵を建立しなかっ

たのは、 G淡々まで、管理の責任を負っていくことが

できない、②今後、地域の高齢化が進むことや予算

面の心配から、設置した地蔵や慰霊碑が杷られなく

なってはいけないという危慎、③みなが顔見知りで

あった同じ町内で 28名もの犠牲者があり、名前を

碑に刻むことで、見る度にかえって割高になってし

まう、という複数の理由のためで、あった凶。震災直

後の様子を記した写真パネルを2枚と最小限の数に

したことも、 「思い出すのが辛しリ としづ理由から

であった 100

(3)芦屋市・津知公園・震災モニュメント「粋」

芦屋市津知町では、芦屋市内で、もっとも多い 56

名の犠牲者が出た。津知町には約500世帯1200人

が暮らしていたが、震災によって家屋の98%が全半

壊したため、転出等によって一時は360世帯880人

まで人口が落ち込んだ。 2004年には460世帯1070

人まで回復したが、そのうち半数以上が震災後に転

入してきた新住民とみられている。国道2号線津知

交走県南東にある津知公園には、震災直後からテン

ト村が形成され、がれきなどを燃やして炊き出しを

行った。その炊き出しや、地元に庖を構えていた散

髪屋が奉仕活動として避難者の散髪をしていたとこ

ろ、お礼にと多くの人が募金箱にお金を入れるよう

になった。多くの人の好意を、消費されるものでは

なく、かたちに残るものにしたいという思いから、

募金によって集まった約 40万円と町会の予算キ積

立金を使って、震災モニュメントを作ることにした
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とし、う。犠牲となった人の遺体の多くは芦屋市立青

少佐手体育館に安置されたが、満員だ、ったため、公園

の北西角にも 3体の遺体が置かれることとなった。

現在、 「粋」モニュメントが置かれた位置がその場

所にあたる。

モニュメントが計画される上で、その形状や碑文

については、津知町の自治会長で、あったS氏に一任

されることになり、 「とにかく予算内で準備できる

もの」として石が選ばれた。モニュメントを建立す

ることには特に反対意見は出されなかったという。

「粋」としづ言葉が選ばれたのは、町内で募集した

結果、最も支持があったためで、ある。表面の「粋」

の文字は S氏の自筆であり、裏には次のように刻

まれている。

「平成7年1月17日午前5時46分、突如襲った未

曾有の阪神・淡路オ議災は、 10秒間縦揺れ横揺れで

あった。この地震で、津知町は市内で最大の被害を

受け、56名の尊い命を奪われた。家屋も全半壊98%

という壊滅的な被害を受けた。平成9年4月6日津

知自治会J

犠牲者の名前を刻まなかった理由は、 「予算がな

かった」ためと、 「名前があれば、震災を忘れられ

なくなると思った」ためであるという 16)0 r津知町

は昔からの住民が多く、誰がどこに住んでいるのか

お互いにわかっており、何でも協力し合うほどに、

もともと住民間の粋が強かった。そのため震災のと

きも、救出も早く行えた。」という。震災前、そし

て震災後に確認された「幹」を大切にしていこうと

いうメッセージが込められた。現在では、若い世代

の対語と子どもを中心とした新住民を含め、年末に

津知公園で行われる「もちつき大会」に多くの住民

が参加し、交流している。また毎年 1月 17日には

町内の犠牲者と同じ数の 56本のろうそくがモニュ

メント前に準備され、住民が黙祷を行い、献花され

る。

443名の犠牲者を出した芦屋市全体では、 25のモ

ニュメントが設置されている。その形態は多様であ

るが、1月17日に市内で行われる合同慰霊祭は市が

主催している 17)01996年と 2000年に、芦屋公園に

モニュメントが設置されているが、犠牲者の名前が

刻まれた銘板等はモニュメントの下に埋められてお

り、日常的に遺族や一般市民の目に触才しることはな

し、。

(4) 1.17希望の灯り

「慰霊と復興のモニュメント1.17希望の灯りJは、

HANDS会員たちの手によって震災の犠牲者の鎮

魂と慰霊、神戸の復興と再生を願って、2000年1月

17日に神戸市中央区の東遊園地に設置された。被災

地域10市10町が託した種火をリレーする r~希望

の灯り』ウオーク」なども開催され、県外に避難し

た人々から託されたろうそくの灯りと、他の 46都

道府県から寄せられた種火をひとつにあわせて火が

灯されたものである。 r希望の灯り」は、 HANDS 

をはじめ多くのボランティアの手により全国に分灯

され、各地に「希望の灯りjが拡がっている。碑文

には次のように記されている。

「一九九五年一月一七日午前五時四六分

阪神淡路大震災

震災が奪ったもの

命仕事団熊街並み思い出

・・たった一秒先が予知できない人間の限界・.. 

震災が残してくれたもの

やさしさ思いやり粋仲間

この灯りは

奪われた

すべてのいのちと

生き残った

わたしたちの思いを

むすびつなぐJ

この碑文からは 11.17希望の灯り」モニュメント

が、生き残った被災者と、犠牲になった人との双方

の記憶の場所としての役割を担っており、灯りは生

きる人の思いと犠牲者の悲しみを承認するとともに、

震災があってもなお人のつながりが絶えることはな

いことを語っている。

毎年1月17日午前5時46分には東遊園地で「阪

神淡路j議災1.17のつどい」が行われる。このつど

いでは、 6500本のtt灯寵にろうそくを灯し、票結寿を

捧げ、慰霊と復興のモニュメントに献花するなどの
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追悼行事を行う。ルミナリエのメイン会場もこの東

遊園地である。隣接する「膜想の空間j は、 2008

年現在で4838名分の震災犠牲者の名前が刻まれた

銘版が掲げられている。ここに銘版を記載できたの

は、完成当初は「神戸市内に住所がある人及び神戸

市内で亡くなった人」だけであった。その後

HANDSが神戸市と交渉を重ねた結果、 「神戸市民

だけでなく、神戸に所縁がある人なら誰でも希望す

れば記入できる」ことになり、 2007年 12月にも、

新たに23名の名前が掲げられた。

(5)神戸市灘区石屋川公園の桜の植樹

先述の交流ウオークで、は、震災の記憶を確認し、

遺族や被災者の交流の場を設けることをねらいとし

ているが、交流ウオークをきっかけとして、新たな

モニュメントが設置されるケースもある。

東灘区と灘区の区境を流れる石周11沿し、の公園に

は、 2000年春以降、毎年5本のソメイヨシノが花

を咲かせている。震災で長男とその妻を亡くしたA

氏夫妻が、 2人が暮らしたアパートの跡地を見渡せ

る石屋川公園に植樹した「生きた証lの桜である。

根元には、新婚4ヶ月で逝ってしまった2人が寄り

添う写真が納められている。 A氏は、震災モニュメ

ント交流ウオークの相生を知り、ウオークに参加し

て震災の遺族や被災者たちと交流する中で、 2人が

生きた証を残したいという気持ちが起きたという。

毎年春にはA氏が主催する「桜を囲んで語る会(お

やじの会)Jが行われ、交流の輪を広げている。こ

こでは、普段は打ち明けることのない悲しい胸の内

が語り合われ、 「泣くことが許される場Jとして成

立している。

(6) r人と防災未来センター」と「野島断層保存

館」

神戸東部糊3心HAT神戸に、防災・減災の世耕句

拠長となることを目指して、財団法人阪神・淡路大震

災記念協会が2002年に開館された「人と防災未来

センター」は、 「防災未瓢官」と「ひと未来館」の

2施設からなり、神戸を拠長として「震災で得た『教

訓』を世界共有の財産として後世に伝え、地震災害

による被害軽減に貢献すること、およてF生命の尊さ

や共生の大切さを世界に発信することJ rいのちの

尊さと共に生きることのすばらしさを体感・発見す

ること」を目的とし、災害の国際研実強関の拠長と

しても位置づけられている。ここでは、約 16万点

の資料の保存・展示 18)だけでなく、震災の体験学習

施設として全国の小中高生が修学旅行ルートとして

訪れている。 2008年1月13日に「人と未来防災セ

ンター」で開催された震災メモリアル KOBE2008

~ぼくたち、わたしたちがみた震災'"'"'Jでは、能登

半島地震と新潟中越沖地震でそれぞれ被災した中学、

高校の生徒を招いて、若者の視長で語り継ぐことの

重要性について意見が交わされた。このイベントの

コンセプトは「震災経験キ教訓|の継承のあり方を考

える」というもので、あった 19)。

淡路市(旧北淡町)にある「野島断層保存館J(淡

路市が運営)では、|日北淡町泊崎から野島にいたる、

淡路島北西部の海岸沿いに現れた約10kmに及ぶ野

島断層を「生きた教材」として、震災によってずれ

た断層を現物保存しており、地層を掘り下げるなど

して、断層による地中の変化そ護災当時のままの民

家の様子等を展示している。こうした施設は、震災

を「体験できるもの」として扱い、実際に揺れを体

験させたり、パズ、ルゲームやカードゲーム、ワーク

ショップを通して防災知識を学ばせる等、子どもた

ちを中心に震災を知らない人に対して関心を持って

もらうことをねらいとした工夫を凝らしているとこ

ろに特徴がある。そして語り部による体騨識や一次

資料、写真ヰ模型の展示を通じて、 「教訓Jとして

の震災を伝える構成となっている。

(7)神戸震災言己念公園(みなとのもり公園)

2001年神戸市は、 「阪神・淡路大震災記念プロジ

ェクトJ r市民・企業・行政の協働のまちづくりシン

ボルの構築」として、 JR貨物神戸港駅跡地に防災

公園街区の整備を開始した。神戸市建設局によれば、

この公園は「震災の経験と教訓を後世の人々に継承

し、神戸が復興から発展へと前進する姿を木々の生

長とともに見つめていく」ということを基本車念と

して、震災の記憶を語り継ぐ場所、市民によるワー
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クショップなどを通じて、発意を活かす場所として

諸活動の拠点となることを目指しているとしている。

こうした空間の整備は、災害時に防壁難所の機能を

果たし、行政としても協働を全面に押し出すことが

可能となる。また神戸を「防災都市Jとしての「情

報発信都市Jとしてアピールすることも可能となる。

(8) f1.17防災の日J f1.17は忘れないひょう

ご安全の日j

「防災の日」は、阪神・淡路ブC震災に限らず、さ

まざまな災害の歴史を想起させる。兵庫県は 2∞5
年から 1月 17日を「ひょうご安全の日jとして、

「阪神・淡路大震災の経験と教訓を継承するととも

に、いつまで、も忘れることなく、安全で安心な柾会

づくりを期する日」に定めた。兵庫県が運営する「ひ

ょうご安全の日推進県民会議」では、 1月を「減災

月間Jとして地域や小中学校での防災訓練を推進し、

「防災力強化県民ポスターJの募集などを行ってい

るほか、 f1.17 防災未来賞『ぼうさい甲子園~ J 20) 

や、 「県民、民間団体等が主体的に企面する防災・

減災に関する活動」に助成金を出し、 「震災の経験

と教訓を発信するとともに、草の根レベルでの災害

への備え及ひ戦災に寄与するjことを目指した事業

に取り組んでいる。

「ひょうご安全の日Jに行う f1.17ひょうごメモ

リアルウオーク」では、 「震災時を思い起こしなが

ら緊急時の避難路、救援路を歩き、防災意識を新た

にするとともに、終点となる神戸東部新都心での

W1.17のつどい』に参加しませんかJとしづ呼びか

けのもと、ゴールとなる神戸東部菊都心HAT神戸

までの数キロを歩く。このワオークはHANDSの主

催する震災モニュメント交流ワオークとは異なり、

遺族や倣者が集まって交流する場を設けることが

目的ではなく、避難者が避難経路を把握し、防災意

識を高めることが目的とされている。

表 1 2009年 1月17日の f1 1.17ひょうごメモ

リアルワオーク 2oo9Jの実施内容

コース
スタ ト会 受付開始 スタート

場 時刻 時刻
ゴール会場

西宮市役所 7:30 8:0 oなぎさ公園
東15km
コース (西宮市六

(神戸市中

湛寺町)
央区脇浜海
岸通)

川西運動場
東10km

8:00 8:30 

コース |西(芦町屋)市川

東2kmコー
王子公園 10:30 11:00 

ス |区(神主戸平市町灘) 

県立文化体
8:00 

西10km 育(館神戸市長

8:30 

コース

西5kmコー
神戸市立中

9:30 

|央央(神体区楠戸育館市町)中

10:00 

ス

帰コ宅ー訓ス練※ 

※ 帰宅訓練コース:事務所・学校などの単位で、
災害時帰宅困難者の徒歩帰宅訓練を目的として自主
的に計画・実施。
「ひょうご安全の日のつどしリ HP(h枕凶iweb:oref.
hVOgo.lg.i凶 a171pa17_00∞∞094.html)より、筆
者(相津)作成

4.慰霊と教酬の聞で

災害の記憶化をめぐる実践はしばしば、慰霊(ま

たは癒し)と教訓(または防災)というこつの軸か

ら議論されてきた。小論では、この二つの軸に加え、

モニュメントを設置し記憶を残そうとする側と、モ

ニュメントから記憶を受容しようとする側、という

こつの軸を加えて検討したい。

「みなとのもり公園」や「人と防災未来センターj、

「野島断層記念樹Jでは、語り継ぎ、慰霊イベント、

防災教育、災害研究、教訓防継承等が出子してプロ

グラム化されている。蝿蛾住民が語り部として参加

し、公園づくりに参加することで、これらの施設は

震災を伝える拠長としての正統性を確保し、震災の

記憶を求めて被災地を訪れる人びとに対して、何ら

かの「震災の記憶Jの提供することが意図されてい

る。その上で、 「防災の日j という時間的な枠の中

で、これらの拠長を中心としたイベントキ慰霊桁事

が行われ、教訓の継承引坊災意識の啓発が図られる。

こうした場においては、震災の全体像と個別的な震

災経験というこっ州立相が示されながら、震災とい
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う出来事を「語り得るものJ I表象されえ辱るもの」

として提供している。もちろん「人と防災未来セン

ター」では展示内容の改善が繰り返され、 「みなと

のもり公園Jでは「木々の生長」をまちづくりや復

興のシンボルとして位置づけることで、震災の記憶

が固定化・陳腐化することを避けようとしている。

行政側が中心となって取IJ*J3Jνでいる震災を継承
する実践に限界や傾向みられる一方で、モニュメン

トを設置し記憶を残そうとする個人相出劇士会の姿

勢も一様ではない。いくつかの事例では、震災を「思

い出したくない」としづ主張と「伝えねばならない」

としづ主張がせめぎあっている 「世話ができなく

なるかもしれないJとして、地蔵ヰ癒霊碑等の設置

が回避され、震災当時の街の様子を納めた写真が 2

枚だけ選ばれた御菅3・4や、集められた募金の使い

道としてモニュメントの設置が選択されつつも、「お

金がなかったJことと「忘れられなくなってしまう」

という理由から、モニュメントに犠牲者の名前を刻

むことが回避された津知町では、伝えようとする側

の立場も一様ではなく、結果的に、震災の生々しさ

を希薄化させる方向でモニュメントが設置されてい

る。モニュメントとそれを設置する人びとの関係に

ついて、マリタ・スターケン(1996)は、 「はけ口

としてのモニュメント」と表現し、フット包002)

は、 「悲しみにうちひしがれたあらゆるコミュニテ

イの傷を癒し、割高を和らげるのに役立つ」と述べ

ている。モニュメントを設置することで慰霊や癒し、

やりきれない気持ちの昇華が図られるが、モニュメ

ントを介して記憶を継承する相手が具体的に誰であ

るのかという問題や、どのように記憶を継承するの

かとしづ戦略性が事前に検討された汗矧はない。む

しろ、モニュメントの設置時には意図されていなか

ったイベントや、震災モニュメント交流ウオーク等

を通じて生み出された場が、結果として震災を語り

継ぐ場となり得ている。その点においては、震災モ

ニュメントを設置した側と、記憶を受容する側の関

係には、ある種の断絶性と偶然性が存在している。

続いて、モニュメントを介して記憶を受容しよう

とする側に注目したい。防災や教訓といった文脈か

ら積極的に記憶を受容しようとする場合、モニュメ

ントを設置した人びとが経験した生々しい震災体験

や個別的な慰霊の意図とは切り離され、抽象化され

た「悲惨さ」をくり返さないための「誓い」や「教

訓」が強調される。その点では、今井 (2007)が指

摘するように、震災の記憶からどうしようもない「救

われなさ」が抜け落ち、自然科学的・人文科学的な

「知」に回収される傾向が見られる。ただし、震災

から十数年が組晶した阪神・淡路の被災地において

は、モニュメントを設置した側と記憶を受容しよう

とする側は、完全に切り離された状態ではなし九た

とえば震災モニュメントウオークを通じて遺族同士

が語り合い、記憶を共有し、モニュメントを介した

慰霊(癒し)の実践に参加している。また兵庫県が

主催する1.17メモリアノレウオークでは、被災者を含

む地元住民が震災モニュメントを巡り歩くことで、

震災モニュメントは行政が積極的に提示する防災=

教訓を構成する記憶の一部となる。震災から 10数

年を経た現段階においては、モニュメントを設置す

る側だけが被災者ヰ潰族で、あったり、記憶の受容者

が震災を経験していない人びとであるとは限らず、

震災の記憶の制服という問題は、単純に椀緒から

被災していない者へという構図にはなっていない。

むしろ、そこでし、かなる実践が展開されるのかによ

って、慰霊とも、教訓ともいずれの役割を果たし得

ると言える。

5.おわりに

震災モニュメントは大きく分けて二つの力によっ

て表象されてきた。ひとつは、災害や故人を「忘れ

させたくなしリ 「忘れて欲しくなしVという個人的・

社会的要請である。それは墓や故人の前生証明、風

化や忘お]への恐怖や憤りから「記憶の場」を求める

力である。そしてもう一つは、悲惨な光景や生々し

い出来事を「忘れたしリ 「思し、出したくない」とし、

う個人的・社会的要請を反映し、抽象化しようとする

力である。 Iはけ口」としての役割が与えられる場

合や「癒しj としての役割のほか、モニュメントに

犠牲者の名前を刻まないことによって、震災を「思

い出さない」ことが意図されることもある。震災モ

ニュメント左いう「記憶の場」は、生々しさと抽象
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化の間にある葛藤の結果として、我々の目の前に表

れる。そのため、モニュメントに込めたメッセージ

や記憶が、必ずしも震災のリアリティを伝えるもの

になるとは限らない。

震災モニュメントは、形態や文字、説明板などの

「語り得る」ことを伝える装置であると同時に、震

災経験を「透明化」することで癒しゃ「経験の抽象

化」をもたらす。震災モニュメントをめぐる記憶の

諸実践は多様であるが、モニュメントを介して記憶

を受け取ろうとする立場からは、震災モニュメント

は鬼種と教訓|のどちらの役割も担い得る。モニュメ

ントウオークや語り継ぎの場によって、震災の記憶

は継承されるが、それは、震災モニュメントが「誰

の目にも触れることができる公共の場jに置かれて

いる故に、設置した側の意図とはいったん無関係に、

多様な実践が展開される。 震災から 13年が経過し

た現在、記憶を伝える側と受け取る側の関係、は、被

災者とそうでない人、経験者と非経験者という構図

に明確に二分されている状況ではない。モニュメン

トの設置者は、抽射句な「後世の人びと」を想定し

て記憶化を意図し、モニュメントから防災化や教訓

を引き出そうとする側は、生々しさを取り除いた「震

災」から、未来の災害を防ぐことを目指すという、

非対称かっ断絶した状況があることを指摘できる。

モニュメントを含む「記憶の場」を通じてどのよう

な出会いと記憶の実践が展開されるのかが重要とな

る。

震災の遺族の中には、今なお犠牲となった故人を

最も近くに感じられる場所を選び、故人とのつなが

りを確かめている人がいる。そうした個人的な震災

の記憶の実践と、マッフ。やウオークを通じてモニュ

メントをつなぐことで震災の記憶を継承しようとす

る実践、そして行政が中心となって展開される防災

=教訓|の枠組みに回収しようとする震災の記憶の実

践、さらにマスメディアや学校教育を通じた記樹桂

承の実践が入りJ5Ltしながら、 15年目に向けて記憶の

継承が目指されている。アルヴァックスが想定した、

集併信己憶が保持されるための枠としての社会や空

間は安定したもので、はなく、慰霊と教訓、過去と未

来が交差し複層する「記憶の場」を通じた記憶の諸

実践によって、被災地の社会空間がどのように変容

していくのか、今後も注目していきたいと考えてい

る。

付記

本稿は、筆者の一人である吉新が 2007年度神戸

大切史学平完総合人間科学研究科に提出した修士論文

を大幅に修正したものである。吉新が現地調査に基

づいて執筆した修士論文を、相津が再構成した。修

士論文の執筆に際しては神戸大学大判完人開発達環

境学研究科の津宗則先生にご指導頂いた。またNPO

法人 f1.17希望の灯り」の皆様はじめ、調査に協力

していただいた方々には記して感謝申し上げたい。

ありがとうございました。

注

1) 2009年中には最後の復興土地区画整理事業で

ある神戸市長田区の新長田駅北地区と淡路島の富島

地区の事業完了が目指されている。 2009年 1月16

日神戸新開。

a 復興事業や被災者支援事業の拠り所となった
阪神・淡路ブ議災復興基金時断売され、今後も高齢者

支援事業等に充てられる予定であるとされている

(2009年1月5日朝日新聞)。

3) 2009年2月22日神戸新開。

4) NPO法人 f1.17希望の灯り」と毎日新聞の共

同調査による。震災モニュメントマップに掲載され

る上でのモニュメントの定義については第3章参照。

ただし、被災地に設置されたすべてのモニュメント

がマップに記載されているわけではない。

5) たとえば、震災当時には西宮市の西宮中央商庖

街商庖街に設置されていた時計が、数度の移転を経

て2009年3月に阪神西宮駅前に移設される例 (h抗

p://www.a回 hi.∞m/national/update/O 32410SK200 

903240051.html、2009年3月27日閲覧〉や、神

戸市東灘区においては既存の石碑に説明板を加える

動きなどが報道されている。 h枕p:/，九明rw.kobe-np.c

0.lp/backnumbe1'1:白nsむ1410001651779.sh位nl、200

9年 3月27日閲覧)。

6) UNN関西学生報道連盟に所属する神戸大学、
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関西明涜大学、神戸女判封三学の学生メデ、イアが2

001年 1月17日に発行した「震災特集2001 覚え

ていますか?あの日のことを」と題した特集紙面に

よる。 (h均 :I/www.unn-news.∞m/sin回比okusyu

20011kekka.h阻止 2009年3月27日閲覧)。

7) オ嚇 (1994) 

8) NPO法人阪神淡路大震災1.17希望の灯り・毎

日新聞震災取材現踊 (2004)

9) たとえば阿部ほか(1999)による歴史的なコメ

モレイション(顕斬舌動)をめぐる研究などが知ら

れている。

10) 上西 (2000)

11) 筆者(吉新)聞き取りより。

12) 御菅3・4地区復興対策協議会(2006)

13) みくらすいせん公園の向かい側に庖を構えて

し、る。

14) 筆者(吉新)聞き取りより。

15) 前掲8)

16) 筆者(吉新)聞き取りより。

17) 11・17芦屋市祈りと誓い」と題し、献花と記

帳を行っている。

18) 2009年3月現在。h均 ://www.恒 .ne.jp/shiryo/

index.html参照 (2009年3月 17日閲覧)。

19) 2008年1月14日読売新聞

20) 震災の教訓を踏まえた「防災教育」を推進し、

未来に向け安全で、安心な社会をつくるために、全国

の学生が学校明断において主榊句に取り組む「防

災教育」に係る先進的な活動を顕彰する。 (ht中://

web.p肥f. hyogo.lg.jp/pa17/pa17_000000076.htm 

l、2009年3月 18日閲覧)。
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